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指定管理者の特集です。

　多くの皆様のご支援で、四月の統一地方選挙を終え、二期目へとスタートさせ

ていただきました。本当にありがとうございました。

　五月の臨時議会、そして六月の定例議会も終わり、今までのかたちと少し変え

て「稲葉健二のひと言メッセージ」を作りました。

　二期目を迎え、議会報告だけでなく、いろいろな角度からの意見や考え方を加

えたメッセージをお伝えすることができたらと思っております。次の号が楽しみ

になれるように頑張ってまいりますので、これからもよろしくお願いいたします。

　また、皆様のご要望、ご意見などがございましたら遠慮なく、ご連絡下さい。

これからの市川市の考え方。

　皆様新年明けましておめでとうございます。私達議員は公職選挙法により、年

賀状を出すことに制限がありますので、この場をお借りしてご挨拶させていただ

きます。今年も頑張ってまいりますのでよろしくお願い致します。

　今回の特集は、前号でも一部ふれましたが、指定管理者のことを特集します。

法律の改正で市の施設の管理や委託業務は民間に開放するようにする国の施策に

より直営（市の職員での管理運営）か指定管理者の指定（市以外の団体などによ

る管理運営）となります。この議会では来年度以降の指定管理者の指定議案が多

くありました。主のものは前号で特集した、放課後保育クラブ（学童）を市川市

社会福祉協議会に指定する議案、文化会館や市民会館や行徳公会堂などの文化施

設を文化振興財団に指定する議案、そして一番論議を呼んだのは、市川駅の南口

に新しく開設される図書館を直営ではなく、民間の運営に委ねるかどうかの議案

でした。新聞にも一部掲載されましたが、今までの図書館は全て市の職員で運営

されていました。この新しい図書館は中央図書館が主たる業務（選書やリファレ

ンス等）を管理し、通常の運営は民間に委ねるという議案でした。民間に委ねる

ことにより市は年間一千万円の経費削減が見込めることと、開館の時間を駅前と

いう立地から夜間までにすることが民間であることで容易であるとのことでした。

この意見に反対の方たちの意見は、市川市の図書館レベルの優れている部分を民

間では期待できないとのことでした。私が委員長をしている、環境文教委員会で

多くの議論が行われ、委員会の採決は一票差で否決という結果となりました。し

かし議場での採決は賛成多数で採択されました。ここで何を言いたいのかという

と私は採択に賛成です。費用を削ることが全てではありませんが、指定管理者を

選ぶ段階で精査すれば民間でも十分対応できると思っています。市の職員でなけ

ればできない業務とちゃんとすみ分けすれば問題ないと思っています。現実に、

放課後保育クラブを委託している市川市社会福祉協議会は市の職員ではありませ

んが素晴らしい運営をしています。文化会館などを委託している文化振興財団も

然りです。時代とともに委託する事業や内容を検

討し考えていくことも市民のためであると思って

います。その上で費用効果が生まれればその部分

をより良い施策に使うべきであると思います。

平成１９年１２月議会で決まったことの一部をご紹介します。

○来年の夏に向けて、市内公立小・中学校全校に冷暖房設備設置。
来年の夏から使用可能に向けて、来年の３月からの工事により、市内の全小・中学
校の普通教室に冷暖房設備を設置する補正予算が可決されました。２０億円を超え
る金額が掛かります。リース期間は１３年として契約する予定です

○市立保育園の三園が民営化に向けて進みます。
市立保育園の内、市川南・宮久保・欠真間保育園を指定管理者に管理をさせること
になります。公設民営により、大きくコストも削減することも可能です。

○暴力団及び暴力団員による公の施設の使用を排除します。
使用者等の安全及び平穏の確保を図るために条例をつくりました。

※常任委員会は２年毎に変わります。
同じ委員会でもかまいませんし。違う委員
会に移っても良いことになっています。但
し他の会派の議員の方と調整をして、各委
員会の定数に調整をします。委員会は、総
務委員会、民生経済委員会、環境文教委員
会、建設委員会の四つに分かれています。

稲葉健二のコラム

　『優先順位』という言葉はとてもわかりやすい言葉ですが、その当事者になった場合には、ど
のような基準で決めたのか、公平性は保たれているのか議論になります。どの方も、少しでも自
分の立場を理解してもらいたいと思うことは自然のことだと思います。
　例えば市営住宅などに入居を希望している方がいて、自分の困窮度が一番だと主張する方も
多くいるそうです。昔と違い、今は、基準表をもとに点数をつけて待機の順番を決めています。
その順位により入居の順番がまわってきます。昔は抽選をしたりすることが公平性という時代も
ありました。今は、市営住宅、保育園の入園、放課後保育クラブの入所などいろいろなところで
基準をもとに『優先順位』を算定して順番をつくります。各自に理解してもらうために説明もしま
すし、一部基準も公開しています。
　今回保育園の入所の基準表の公開について質問をしたことも、このような経緯からです。入
園を希望している保護者にとって少しでも早く入園させたい、と思う度合いは感情では測ること
ができません。その切迫度や必要性を一定の基準で平等に判定することが必要となるわけで
す。もちろん、緊急性がでたときには加点されることで順位も動いていきますし、余裕のある方
は少しお待ちいただくことになるわけです。
　私たち議員は皆さんの付託を受けて活動をしています。市民の方たちにより良い生活ができ
るように考えています。どの方も平等に権利を受けれるように努力していますが、なかなか思う
ようには期待に答えられません。しかし、議員として言ったからには責任を負うことになります。
誰でも喜ぶようなことを言うことは簡単ですが、現実や現場を知って、時には嫌われることを言
うことにもなるのです。ここで言いたいことは、議員は理想像だけいうのでは
なく、時には無理であるということもしっかりと説明する必要があると思
っています。期待をさせるようなことを言って、いい人になることとしっ
かりと現実を説明して理解してもらうことも、両方大事ではないでしょ
うか。いつか書きましたが議員は何でもできるわけではありません。
しかし、皆さんのため、市川市のために働きます。私は目標に向って
の努力は惜しみませんが「いいことばかり言う」議員にはなれない気
がします。
　地に足をつけて、一つ一つ一歩一歩進む議員を目指してこれからも
活動していきたいと思っています。よろしくお願い致します。

市川市の天然温泉、クリーンスパ市川がオープンしました。

市川市の情報コーナー

市川市上妙典に天然温泉を掘削した施設がオープンしま
した。この施設はごみ処理施設である市川市クリーンセ
ンターの余熱を利用した温水プールと天然温泉に入れま
す。運営もＰＦＩ方式という民間の資金とノウハウを利
用した経営方法です。平日温浴２時間で６００円、プー
ル２時間５００円（大人）です。ぜひ、ご利用下さい。

市庁舎の耐震補強工事をしています。

議会で何回も質問し開設をお願いしていた、２４時間対応の病院案内が開設され
ました。２４時間完全ではありませんが、電話をかけて人が出て、今受診できる
病院を案内してくれるというものです。緊急のときに案内テープでは落ち着きが
なくなりますし、また、状況を聞いてもらってから行き先を聞けることになりま
す。時間帯によっては一部テープが流れますがかなり改善されています。本当は
使うことがないことが一番ですが、いざという時に利用してください。

ご
意
見
・
ご
要
望
等
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

急病時の医療機関ダイヤルができました。鴎３７７－９９１１

来年の３月オープンを目指して、市川市が土地を
借りて建設しています。定期駐輪として３２０台、
一時置きタイプとして１００台で、全部で４２０
台駐輪できる予定です。
駅前に買い物に行かれる時
は便利だと思います。
場所は本八幡北口の一番街
商店会に入ってすぐのとこ
ろで昔ラーメン店の所です。

前号の一部訂正です

暫定的ですが南八幡に無料駐輪場が開設されま
した。来年の三月一杯までの期間限定ですが、
駅の近辺に止める場所が少ないことを考えると
ありがたいと思います。最
近駐輪が厳しくなって苦情
も多くありますが、本来は
駅周辺は一切とめることは
できないと条例で定めてい
ます、ご協力下さい。場所
は本八幡南口のマックを右
に入った所です。

八幡小の校庭の土が入れ替わりました

前号の子どもの居場所の特集の中で、一部写真が文字
にかぶって消えていました。ご指摘をして下さった方
もいらっしゃいました。申し訳ありませんでした。
下から７行目の部分です。「大事ですが、」の後に、
『少しでも早くお迎え』という言葉が入っています。

市川駅の南口に
行政サービスセンターが開設予定
市川駅の南口再開発ビルの中に行政サービスセンター
が開設する予定です。アイリンクホールなど市民の方
たちが使える部屋やホールもできます。行政サービス
の窓口も夜間開設も予定しているので便利になります。

前回の号でお知らせしていましたが、今年度の
予定していた遊具がつきました。かわいいもの
をお願いしていました。もう一つつく予定です。
地域の方たちの憩いの場所に
なったり、子ども達が楽しめ
る場所になれば嬉しいです。
三角公園として地域で大事に
育てていけるといいですね。

菅野児童公園の遊具がつきました

市川駅行政サービスセンター



平成２０年１２月定例議会報告
平成２０年１２月定例議会が、１１月２８日～１２月１６日まで開催されました。下記の内容で一般質問を行い、真摯な御答弁をいただきました。
質問の要旨を掲載いたしました。詳しくは、市議会のいちかわインターネット放送局で録画放送をご覧いただけます。
市川市議会→録画放送→１２月８日へとお進み下さい。直接はhttp://ibs.city.ichikawa.chiba.jp/ibsweb/topPage.do?id=673
一般質問の主な内容は、

○市川市保育園入園事務について
（１）保育実施基準表の公開について
（２）今後の考え方について

○市川市私立幼稚園補助金について
（１）振興費補助金の教材費の必要性について
（２）預かり保育促進、拡充への助成について
（３）公立で実施している家庭教育学級と同様の施策を私立で行うための補助金について　現在保育園に入園を希望しても保護者の希望通りに入れるとは限りません。毎年新しい保育

園が開園して待機児童の数が減っても、新たな希望者が発生することにより解消にはいたりま
せん。そのような状況の中、どの保護者の方も早く希望の保育園に入園したいと思うわけです
が、問題になるのは待機の順番です。各家庭の就労の状況や家庭内の状況を１つの基準を作っ
て公平性をもつことにより、誰もがわかりやすく基準をつくっています。
　この基準表を公開することにより、自分の状況も点数により把握し、他の方たちとの順番を
わかりやすくする必要をお聞きしました。今年の４月からこの基準で行われているようですが
公開は個人の希望により公開をしていました。今後の公開の方法と、インターネットなどによ
る待機状況を公開することによって、今の位置と今後の判断がしやすくなるのではないかと質
問しました。
　ご答弁は、公平性を考えて基準表をつくって運用をしている、今後は
公開の方法や入園を希望する保護者がわかりやすくうけとめれるように
考えて行きたいとのことでした。
　社会情勢も変り就労の必要性も時代とともに変ってきました。保育園
に入園を希望する方たちに少しでも力になれるような方法や施策を考え
て応援できるように頑張ってまいります。

　現在市川市では市川駅南口の再開発も終盤をむかえている中、残る大規模な市街地再開発は
本八幡Ａ地区となりました。過去に何回か質問をさせていただいております。今回進捗状況を
お聞きしたのは、世界経済も含めて現在の日本の状況を考えた判断、資材などの高騰に直面し
ている中、今後の計画は大丈夫なのか、資金計画なども含めてお聞きしました。
　単純に考えても、最初の計画と比べて状況は変ってきていると思います。市の補助金を使う
事業でもあり、また、この地域に避難地としても使える空間の確保や地域の再整備にとってと
ても大事な事業でもあります。京成八幡駅、都営地下鉄本八幡駅、ＪＲ本八幡駅の三駅の結節
点となる大規模な再開発です。バリアフリーなどの再整備も含めて期待するところは多くあり
ます。
　ご答弁は、事業の進捗状況により、補助金などの年度の繰越などを考えていくことも必要と
なる。また、建築費用の試算状況も現在の資材などの事情も含めて考え、
保留床の処分の計画なども含めて総合的に組合と話し合って支援していき
たいとのことでした。
　大きなビルができることによる課題も確かにあると思っていますが、そ
れ以上に地域が得るメリットも考えながら、ただのビル建設にならないよ
うに、また再開発の良い点を出せるように見守って行きたいと思っていま
す。

○本八幡Ａ地区市街地再開発について
・ 進捗状況について

○市庁舎周辺の交通安全対策について
（１）市庁舎前の国道14号の信号機増設の考え方について
（２）周辺の具体的な安全対策の考え方について

　市川市では私立幼稚園に対していろいろな形で補助金を保護者の方や幼稚園に対して行って
います。その補助金の中で今回は数点しぼって質問をさせていただきました。まず、教材費の
補助金ですが、園ごとに集めている金額や内容は様々ですが、今年からやっと三歳児まで出し
ていただけるようになりましたが、その金額は月に子ども一人に１３３円強です。現在いろい
ろなものが高騰している中で少しでも子どもたちに良い教材を多く与えたいと思っています。
また、現在私立幼稚園全ての園では行われておりませんが、預かり保育を実施しています。保
護者の用事があるときやリフレッシュなどに活用できるように市が一部人件費を負担していま
す。この人件費の負担分の増額の要望はもとよりですが、預かる環境の整備にも助成ができな
いがお聞きしました。単に子どもを延長して保育することではなく、預けられた子どもも通常
の保育時間とは違うかたちで預かってもらうことによりストレスを感じないでいられるのでは
ないかと思っています。そして、現在公立の幼稚園では行われている
家庭教育学級を私立幼稚園でも予算をつけて連携しながら子育ての支
援や相談などを行えないか質問しました。ご答弁は、補助金は予算の
範囲の中で単価などを考えていきたい。また、家庭教育学級は、公立
と情報交換などをスタートに連携して行きたいとのことでした。

　市庁舎の前の国道１４号で交通事故がここ一年に二件ありました。二件とも人身事故でした。
現在市庁舎の前は信号機つきの横断歩道が一箇所だけです。しかし、皆さんご存知のように、
横断歩道のないところを横断する人が多いのが現状です。特に、郵便局の脇の道と市庁舎の脇の
道をはさむところは、その先にある踏み切りに向かう方も多いのでかなりの方が横断しています。
この場所に信号機をつけてもらえないか質問しました。ご答弁は、事故の後、警察と現地調査を
行い必要性も認識している。市長名で要望書も警察に提出しているとのことで、今後積極的に活
動していくとのことでした。また、今の歩道橋も利用者が少ないので撤去して、やはり信号機つ
きの横断歩道をつけれないかお聞きしました。この部分は国道の拡幅などのときに考えてみたい
とのことでした。また、神社の前の踏み切り（八幡３号）ですが、せまい踏み切りですが利用す
る車は一日三千台近くになります。歩行者と車道は分離してありますが、せまいため自転車との
交差などは難しい状況です。踏み切りを拡幅することにより、安全に踏切を渡れるようにできな
いかとの質問には、京成電鉄と交渉をして行きたいとのことでした。この
踏み切りを渡って国道までの道路は葛飾八幡宮の参道（私道）であります。
国道までの部分は双方向通行となっており、よく一方通行と間違えられト
ラブルとなります。私道をメイン道路としなければならない市川市の道路
事情を理解していただき、皆さんの協力をお願いします。


